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（４）植付深さ３cm 程度 
 ・植付けが深くなると、初期分げつの発生が抑えられ、茎数が 

 少なくなります。逆に植付けが浅いと、除草剤による薬害を受 

 けやすく初期生育の抑制につながります。そのため、植付深 

 さは３cm 程度となるように設定しましょう。 

 ・植付深さは、田植機の設定を「標準」よりも「浅く」すると目標 

 に近づきます。 
 

 
 

 ・田植後３日間はやや深水にして活着を促進し、活着後（田植後４日以降）は浅水管理により水温の上 

  昇に努め、分げつの発生を促進しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 ・除草剤の散布後５日間は湛水状態を保ち、散布後７日間は止水管理としましょう。 

 ・除草剤をしっかりと効かせるには、散布後に土壌表面に作られた薬剤の処理層を壊さないよう水管理 

  を徹底しましょう。 

 ・除草剤により使用時期が異なります。必ず使用前にラベルを確認しましょう。 
 

 【除草剤散布時の水管理】 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・近年は、田植え後に高温となる場合が多く、雑草の生育が早くなっています。代かきから田植えまでの 

  期間はあまり長くしない（５日以内）とし、遅れずに除草剤を散布しましょう。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 初期の水管理 

× 

田面が露出すると除草剤の
処理層が壊れて、雑草が発
生する原因になります。 

適正 浅い 深い 

１㎝ ３㎝ ５㎝ 

４ 雑草防除の徹底 

浅水管理 

湛水管理 

（水深５㎝程度、５～７日間） 

水が少なくなったら、ゆっくり足し水 

除

草

剤

散

布 

※除草剤の体系例は、水稲営農技術情報 第２号をご確認ください。 

※散布後７日間は落水や
かけ流しをしない 

【浅水管理の留意点】 

・入水は朝夕の短時間で行い、日中は

水温・地温を上昇させるため止め水に

しましょう。 

・低温時や強風時はやや深水の管理

で苗を保護し、天気回復後は速やか

に浅水管理に戻しましょう。 

令和６年 春の農作業安全運動 ３月１日～５月３１日 

 「農作業事故ゼロを目指して事故防止対策を徹底」 
 あなたも農作業中に「ヒヤリ」とした経験はないですか？ 

 春の農繁期は農作業事故が発生しやすい季節です。 

 農場や道、用水路など危険箇所を事前に確認し、余裕をもった 

 作業計画を立て、事故を未然に防止する対策を徹底しましょう。 
全国でトラクターの転落・転
倒事故が多発しています。 

富山市農協ホームページで営農情報の提供を行っています 

http://www.ja-toyamashi.or.jp/jouhou/ こちらで検索！ 
JA 富山市 営農情報 

 

活着後は 

３cm程度の 

浅水管理 

（ 田植後４日以降 ） ＜水管理のイメージ＞ 

田植後３日間は 

やや深水管理 

(水深５～６cm) 


